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「水道事業に係る利用者意識調査」の概要について 

 
 水道経営ビジョン（経営戦略）改定の参考とするため、市内 3,000 世帯を対象に「水道事
業に係る利用者意識調査」を実施した。調査対象、期間、手法及び返送数については、下記
のとおりである。 
 また、現行ビジョンに掲載されている調査結果等について、次頁にまとめた。 
 
                   記 
〇調査対象 
・市内 3,000 世帯（一般家庭世帯） 
 
〇調査期間 
・11 月 25 ⽇（月）〜12 月 25 ⽇（水） 
 
〇調査手法 
・無作為抽出 
・郵送による配布、郵送又は電子回答による回収 
・無記名、多岐選択式、一部記述式 
 
〇返送数 

平成 23 年 12 月実施 平成 29 年 8 月実施 令和 6 年 11 月実施 
・送付数：2,500 世帯 
 
・回答数：1,257 通 
（回答率：50.5%） 
 
 

・送付数：2,500 世帯 
 
・回答数：1,286 通 
（回答率：51.4%） 

・送付数：3,000 世帯 
 
・返送数：1,571（52.4%） 
  郵送  1,124（37.5%） 
  電子   447 （14.9%） 
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Q5：「飲用水」に水道水を使っていますか。 

 
 
Q8：水道水は法律により塩素消毒をして給水していますが、塩素臭が気になることがあり
ますか。（現行ビジョン 23 頁 図 4.1.4） 

 
 
 

51.0%

29.0%

10.9%

5.6%

3.5%

48.4%

31.5%

17.6%

2.0%

0.5%

43.1%

32.6%

22.1%

0.9%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

そのまま飲用水として使用

浄水器等を通してから

ペットボトル・ウォーターサーバー等を使用

井⼾水を使用

無回答

「飲用水に水道水を使っているか」についてのアンケート結果

前々回 前回 今回

7.7%

39.0%

49.2%

2.7%

1.4%

9.2%

46.8%

40.8%

2.0%

1.2%

6.4%

36.5%

53.1%

2.9%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

いつも気になる

ときどき気になる

気にならない

その他

無回答

「塩素臭は気になるか」についてのアンケート結果

前々回 前回 今回
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Q21：現在の水道料金についてどのように感じておられますか。 
（現行ビジョン 27 頁 図 4.1.10） 

 
 
Q23：近江八幡市の水道水は、法律で定められた水質基準に適合した安全な水ですが、水
質（味、におい等）をより良くすることについて、どのように思われますか。 
（現行ビジョン 23 頁 図 4.1.3） 

 
 

1.0%

3.5%

31.9%

41.1%

19.6%

2.8%

0.9%

6.0%

36.3%

40.5%

15.6%

0.7%

0.9%

3.8%

43.9%

35.9%

13.7%

1.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

安い

どちらかといえば安い

妥当である

どちらかといえば高い

高い

無回答

「現在の水道料金」についてのアンケート結果

前々回 前回 今回

6.1%

50.2%

35.6%

7.5%

0.6%

10.3%

48.9%

35.1%

4.6%

1.1%

10.1%

46.2%

36.4%

5.1%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

水道料金が多少上がっても、できるだけ早くより良く
すべきである

より良くすべきと考えるが、水道料金への影響をでき
るだけ抑えるように、時期は多少遅れてもかまわない

法律の水質基準が守られていれば、今のままでよい

わからない

無回答

「水道水質をより良くすること」についてのアンケート結果

前々回 前回 今回
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Q24：地震等の災害時にも水が供給できるように今後も地震等の災害に強い水道施設づく
りを進めていきたいと考えていますが、この事業をどのように思われますか。 
（現行ビジョン 25 頁 図 4.1.7） 

 
 
 
 
 
 
 
 

24.1%

67.5%

2.9%

5.5%

32.3%

62.2%

2.3%

3.2%

35.1%

60.7%

1.4%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

水道料金が多少上がっても、できるだけ早く取り組む
べきである

取り組むべきと考えるが、水道料金への影響をできる
だけ抑えるように、時期は多少遅れてもかまわない

対策の必要はない

無回答

「災害に強い水道施設づくり」についてのアンケート結果

前々回 前回 今回



令和７年度 近江八幡市水道事業会計予算（案）概要

　本市の水道事業は、昭和２９年３月、給水を開始して以降、現在もなお市民生活や社会経済活動を支える必要不可欠なライフラ

インとしての役割を担っています。昨今の水道事業を取り巻く情勢は、人口が横ばいから減少傾向であることに加えて節水意識の

向上、節水機器の普及等により水道水の需要は減少してきており、給水収益も減少傾向に転じてきています。水道施設については

琵琶湖西岸断層帯地震、南海トラフ地震等に備えた耐震化や老朽化に伴う更新に多額の費用が必要なことから、今後、益々厳しい

経営状況におかれていきます。

　これらのことから持続可能な水道事業を実現するために中長期的な視点に立ち、水道施設のライフサイクル全体に亘って、効率

的かつ効果的に水道施設を維持管理運営し、計画的な水道施設の耐震化、更新等を進めていく必要があります。加えて、安心安全

な水を継続して安定的に供給し、公営企業として補助金や出資金等の収入の確保や経費の削減、業務の効率化を図り、健全な経営

に努めていきます。

　

　令和７年度においては、給水戸数は増加が見込まれるものの給水人口は減少傾向が続き、年間給水量についても近年の年間給水

量等の状況を勘案し、令和６年度より減少すると見込んでいます。従って、給水収益も令和６年度より減少すると想定していま

す。事業費用は、浄水場の汚泥運搬処分や維持管理に係る費用、南別館改修に係る文書の電子化等により委託料は増加すると見込

んでいます。

　

　また、前年に引き続いて国庫補助事業を活用するため、企業債残高対給水収益比率300％超を維持しながら企業債残高と内部留

保資金のバランスを勘案しつつ財政運営していきます。主な建設改良事業は、基幹水道施設整備事業では円山配水池耐震化事業の

工事手法を再検討するほか、沖島浄水施設更新の調査検討を実施します。重要管路耐震化事業では安土重要管路更新事業等を実施

し、老朽管更新事業については緊急性、重要度等による優先順位に基づいて進めていきます。これらの事業は国庫補助金や一般会

計からの出資金を活用しながら取り組んでいきます。
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〔 補てん財源 〕当年度分消費税資本的収支調整額 ：

過年度分損益勘定留保資金 ：

　上記金額は消費税を含む額であり、消費税処理後の税抜額に基づく損益計算額とは異なります。消費税処理をした後の

373,168

差 引

千円73,701

△ 939,449△ 446,869

千円

千円千円

　収支不足額は、消費税資本的収支調整額及び過年度分損益勘定留保資金で補てんします。

損益計算における損益収支は均衡する見込みである。

963,785

1,410,654

千円 39.7

令和7年度　当 初

千円 千円

千円

対前年度増減率令和6年度　当 初

千円 千円

1,828,607

1,767,327

61,280

1,812,148

1,723,325

88,823

水道事業収益

水道事業費用 2.6

差 引

資 本 的 支 出

１．

0.9

収益的収支予算（予算第３条）

千円 千円 13.4

令和6年度　当 初

２．
（税込額）

資本的収支予算（予算第４条）

対前年度増減率

令和7年度　当 初

689,957

1,629,406

（税込額）

千円

千円

資 本 的 収 入

－ 2 －



● 業務の予定量　―――　予算第２条

+
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△
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（ ） △
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人

425

34

45

81,696

3,172

285,887

千㎥

千㎥

千㎥

千㎥17自 己 水 量

9,031 千㎥

千㎥

5,859

3,189

人

年 間 総 配 水 量

千㎥県水受水量

給 水 人 口

㎥ ㎥一 日 平 均 給 水 量 ㎥18523,20623,021

年 間 給 水 量 8,402 千㎥

81,662 人

増 減

9,076 千㎥

千㎥

68 千㎥8,470 千㎥

戸35,44435,869 戸 戸給 水 戸 数

令和6年度　当 初令和7年度　当 初
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● 収益的収支　―――　予算第３条

 総務一般管理に係る経費（委託料（文書電子化）の増）

 建設改良費の減に伴う減少

 駅南及び鉛管企業債利子補給に係る一般会計繰入金

 受贈財産（宅地造成工事）に伴う増加

国庫補助金消費税等収益化

 新規取得、償却終了資産の増減

 固定資産除却費等

 貸倒引当金等

 県水受水費・浄水場等維持管理費（修繕費の減）

 給配水管・量水器等に係る維持管理費（修繕費の減）

 給水管取出し跡舗装復旧

 総合窓口業務委託等の料金徴収に係る経費

 その他営業費用

 営業外費用

 支払利息及び企業債取扱諸費

 雑支出

535,696

20,060

1,911

73,411

56,752

1,779

59,147

799,027

33,564

△ 4,634

0

310

16,659

121,191

9,046

81,939

147,386

50,781

59,952

158,786

5,594

82,025

1,641,458

1,541,531

3,643

9,317

86,967

187,149

 原水及び浄水費

 配水及び給水費

 受託工事費

 業務費

 総係費

535,955

20,060

 減価償却費

 資産減耗費

775,687

 水道事業費用

 営業費用

1,767,327

1,692,916

1,723,325

1,663,178

0

8,366

1,000 1,000

 4条特定収入消費税費用化等

87,434

△ 259

0

132

14,264

△ 1,261

16,459

4,940

△ 28,000

6,266

44,002

29,738

△ 23,340

△ 37,595

3,452

△ 86

37,888

△ 17,105

950

（単位：千円　税込額）

 年間給水量の減少等に伴う有収水量の減少

 舗装復旧収益

 消火栓維持管理等に係る一般会計繰入金

 下水道使用料収納事務経費等（委託料下水負担分の増）

 資金運用利息

予 算 説 明

5,971

8,293

 企業債利息

款 項 目
令和６年度

 他会計負担金

 他会計繰入金

1,828,607

1,675

9,132

3,643

9,007

 営業外収益

 受取利息及び配当金

49,079

204,254

725

10,393

 長期前受金戻入

 雑収益

増 減

157,454

13,888

152,514

7,622

当　　初当　　初

令和７年度

 消費税還付金 5,000

 その他営業収益

33,000

 水道事業収益

 営業収益

 給水収益

 受託工事収益

1,812,148

1,607,894

1,546,165

 予備費

－ 4 －



〇 営業費用の主な内訳

3,452

△ 86

△ 30711,781

制度改正による増加

配水池点検清掃委託の減少

緊急修繕費用の減少

価格高騰による増

 県水受水量の減少

備消耗品費（活性炭等）の増加

制度改正による増加

△ 2,050

増 減
当　　初 当　　初

3,246

△ 29,011

 量水器取替委託料の減少

　

緊急修繕費用の減少

△ 896

 緊急工事費等の減少

82,025

15,277

開発等に伴う給水管取出件数の増加

（単位：千円　税込額）

制度改正による増加

 総合窓口業務委託（R5～７）

機器類修繕費等の減少

人事異動に伴う減少

　

文書電子化委託、水道事業経営ビジョン(経営戦略)改定業務委託等による増加

 緊急修繕費等の減少

庁舎維持費等の減少

増 減 理 由

△ 23,340

764

△ 5,060

△ 23,500

1,170

△ 1,928

4,182

△ 37,595

2,002

△ 38

受託工事費
路面復旧費

9,676

158,786

25,871

799,027

8,751

114,544

25,000

54,650

586,406

5,594

5,594

原水及び浄水費
人 件 費

委 託 料

修 繕 費

24,024

775,687

9,515

109,484

1,500

55,820

585,510

0

△ 9,902

170

89,907

△ 2,000

87,434

△ 336

委 託 料

修 繕 費

5,287

2,636

2,000

3,452

5,500

21,101

11,474

予 算 科 目
令和７年度 令和６年度

業　務　費
人 件 費

委 託 料

そ の 他

総　係　費
人 件 費

80,362

動 力 費

受 水 費

そ の 他

配水及び給水費
人 件 費

委 託 料

修 繕 費

路面復旧費

25,952

50,737

16,011

59,952

38,248

29,117

そ の 他

51,351

5,500

11,199

5,457

92,543

0

退職給付費

9,046

81,939

17,279

50,699

13,961

147,386

37,912 

9,046

13,858

121,191

そ の 他

－ 5 －



● 資本的収支　―――　予算第４条

△ 21,039

32,010

73,374

0

355,788 323,778

△ 3,370

 営業設備費

 企業債償還金

 企業債償還金

77,123

1,410,654

1,054,866 建設改良費

△ 3,370 出資金

予 算 説 明

△ 250,762

△ 229,723

5,866

5,866

21,756

21,756

69,076

69,076

△ 218,752

273,828

180,500

180,500  企業債充当率50%から100%に変更したことによる増加

増 減

（単位：千円　税込額）

 水道利用加入金

 消火栓新設等に係る一般会計繰入金

 水道管路緊急改善事業補助金等

 重要管路更新事業及び老朽管更新事業等に係る一般会計出資金

 基幹水道施設整備事業、重要管路耐震化事業、人件費等

 水道管路情報システム更新、浄水場設備更新、車輛等

企業債償還金

当　　初
款 項 目

963,785

680,500

680,500

689,957

500,000

500,000

41,956

41,956

36,090

32,010

1,629,406

1,305,628

323,778

36,090

0

73,374

80,493

1,224,138

81,49060,451

355,788

令和６年度令和７年度

994,415

80,493

 加入金

 加入金

 他会計負担金

 他会計負担金

 国県補助金

 国庫補助金

 出資金

 資本的収入

企業債

 企業債

当　　初

77,123

 資本的支出

 送配水設備改良費

21,756

21,756

142,450

142,450

－ 6 －



〇 建設改良費の主な事業

・

・

・

・

・

・

・

・

・

〇 その他工事等

・

・

千円沖島浄水場等施設更新に係る基本調査検討業務委託

（国庫補助事業）

（国庫補助事業）

長福寺送水管布設替え工事（2工区）

長福寺送水管舗装本復旧工事（1工区）

千円 （国庫補助事業）

円山路線３消火栓増設工事

基幹水道施設整備事業

重要管路耐震化事業

老朽管更新事業

円山配水池送配水管詳細設計業務委託

（１）

21,756

　　

（２）

千円

千円

千円

千円

千円

千円

（３）

老朽管更新舗装復旧工事（江頭町　外２か所）

千円

千円

　　

千円
（税込額）

安土重要管路更新事業(DBその1)

老朽管更新詳細設計委託（西庄黒橋　外３か所）

老朽管更新工事（大中町　外４か所）

千円

千円

千円

　　

（国庫補助事業）

　　

　　

　　

484 千円 　　

21,272

円山路線３消火栓増設設計業務委託

円山配水池管理用道路再検討業務委託

42,000

22,000

20,000

424,800

336,000

64,800

12,000

12,000

473,900

36,400

385,500

52,000

－ 7 －



● 債務負担行為　―――　予算第５条

● 企業債　―――　予算第６条

：
：
：
：

● 一時借入金　―――　予算第７条

● 予定支出の各項の経費の予算流用　―――　予算第８条

● 予算流用禁止項目　―――　予算第９条

（ 千円 ）

● 棚卸資産購入限度額　―――　予算第１０条

令和7年度　当 初
千円建設改良事業債

680,500
355,788

4,701,666

交　際　費
千円 職員給与費

110

事 項

千円
令和6年度　当 初

建設改良事業の財源として、680,500千円を計上した。

営業費用と営業外費用との間

千円

職員給与費

貯蔵品（量水器、材料）購入のため、20,000千円を計上した。

令和７年度
令和７年度
令和７年度 末残高予定

千円
千円

千円
令和６年度

発行額（借入）
元金償還

134,578

限 度 額

4,376,954

180,500
増 減

期 間

令和６年度 千円

水道事業所総合窓口業務委託
令和８年度から

218,126 千円
令和１０年度まで

127,474

千円

末残高予定

一時借入金の限度額として、200,000千円と定めた。

680,500 500,000

－ 8 －



末

末

※

127,000

1,221

計建 設 改 良 積 立 金 未処分利益剰余金減 債 積 立 金

令和６年度は既決予算ベース、令和７年度は当初予算(案)ベースとしている。

増 加

要 因

減 少

要 因

2,735,158

2,243,675

期末 90,100 1,416,077

403,655

895,878

923,85490,100

127,481

740

損益勘定留保資金

409

0

1,630

0

1,228,500

1,101,500

127,000

0

1,228,500

0 400,499

373,168

951,185

補 て ん 財 源 残 高 増 減 表

令和７年度

（単位：千円）

積 立 額

取 崩 額

見込

令和６年度

0

0

0

90,100

令和5年度

積 立 額

取 崩 額

見込

0

増 加

要 因

減 少

要 因

2,271,415

－ 9 －



事業施策 基幹水道施設整備事業 継続

所管課 上下水道施設課

現状と課題
円山配水池(昭和52年築)は、令和2年の耐震診断

の結果、レベル1地震動に対する耐震性不足であっ
たが躯体は健全である。また配水池までの管理用
道路がなく緊急時給水拠点として活用できない。
長福寺配水池は耐震化済みであるものの1号池の

老朽化が激しく、他池も内面塗装更新が必要。
沖島における上水道施設の老朽化が著しい。

効果、目指す姿
既設配水池等の耐震補強及び改修により、配水

池の崩壊を防ぐとともに、水質の安定化と緊急時
における市民への飲料水の安定供給に努める。

取組
Ｒ7年度：円山配水池管理用道路再検討委託

長福寺配水池1号池改修工事(R6～継続)
沖島浄水場等施設更新に係る基本検討調
査業務 ほか

円 山

PC造、円筒形
直接基礎2槽式
内槽直径25.25m
外槽直径36.00m
有効水深6.00m
流入管φ450
配水管φ600
排水管φ200
6,000㎥
＝3,000㎥×2池
※車両進入不可

【予算額】42,000千円

46907
テキストボックス
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事業施策 重要管路耐震化事業 継続

所管課 上下水道施設課

現状と課題
重要管路の耐震化率は依然低い状況であり、
災害時の飲料水等供給の確保が困難である。

効果、目指す姿
南海トラフ地震等の大規模な災害に対する
漏水等の事故を抑制することで断水リスクを
軽減し、災害発生時における飲料水等の市民
への安定供給を図る。

取組
関係機関との調整を図るとともに、R6よ

り設計施工一括発注方式を導入して可及的
速やかに耐震管への更新を行う。
Ｒ6で円山路線2及び3の配水管工事を完了

させるとともに安土路線及び長福寺送水管
の工事に着手している。
※社会資本整備総合交付金を活用

円山路線3 R4～R6工事
DIP(A)φ75～300

【予算額】424,800千円 （財源：国費140,200千円 企業債255,700千円 出資金28,900千円）

円山路線2 R5～R6工事
DIPφ150～200

安土路線DB R6～R9事業
DIP(A)φ150～300

長福寺送水 R6～R9工事
DIP(A)φ300～400

46907
テキストボックス
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事業施策 老朽管更新事業 継続

所管課 上下水道施設課

現状と課題
市内配水管については、布設後40年以上
の経年化率は27.6％、60年以上は0.66％（令
和5年度末）と低いものの、老朽塩ビ管は漏
水事故リスクが高く、修理の際には必然的に
周辺住民への断水・濁水リスクも高くなる。

効果、目指す姿
老朽塩ビ管における漏水等の事故を抑制
することで断水リスクを減らし、市民への
飲料水等の安定供給を図る。

取組
漏水リスクの高い塩ビ配水管を布設してい
る人口密集区域や、漏水による断水・漏水リ
スクが高い地域から計画的に年間2～3kmの
更新を行う。

0

5

10

15

20

25

事
故
件
数
（
件
）

6 10 14 18 22 26 30 34 38 42 46 50 54 58

経過年数(年）

0

50

100

150

200

250

累
加
事
故
件
数
（
件
）

事故件数 累加事故件数

【予算額】473,900千円 （財源：国費2,250千円 企業債414,800千円 出資金46,800千円）

出典：近江八幡市水道事業アセットマネジメント計画
（平成31年3月策定）

46907
テキストボックス
－12－



事業施策 新規

所管課 上下水道総務課

上水道・下水道設備の図面や工事
写真等の紙資料が多数ある。緊急
時にも使用するため、廃棄も保管
場所移管も難しい。

【予算額】84,000千円
（内訳：水道43,524千円 公共下水道39,754千円 農業集落排水722千円）

公文書の電子化による紙媒体削減

資料30-2

紙資料の保管
スペースは？

市庁舎改築に合わせて水道事業所
のオフィス改革を実施予定。
紙資料を保管している別棟倉庫も
改築を行う。

紙資料を引越す
手間がかかる 紙資料が多すぎ

て探すのが大変

協議等に使える
場所が欲しい

公文書をスキャンして電子データ化。紙資料を削減します。

保管スペース
が少なくて済む

引越しの
手間も最小限 検索で資料が

見つかる

空いたスペース
を有効活用

46907
長方形

46907
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【目 的】

国において、中長期的な基本計画である経営戦略を策定し、少なくとも3～5年以内の改定が重要とされ、令和７年度
までの改定を要請されている。本市においても、将来にわたって安定的な事業を継続していくため、基本計画である
「近江八幡市水道経営ビジョン2019」を令和7年度に改定するにあたり業務委託を行う。

【業務内容】

基本方針、目標設定 、収支計画策定、料金適正化検討、経営分析・課題対応検討等、水道利用者意識調査分析

所管課 上下水道総務課 計画期間R8～R17（10年間） 【予算額：6,263千円】

水道経営ビジョン

(経営戦略)

水道運営委員会・議会等

工事計画等

< 耐震化・老朽化対策 >

水需要予測

意識調査
集計結果分析

経営分析、評価・課題抽出
項目算定

経営分析
< 分析結果・課題対応検討、

必要項目等設定 >

利用者意識調査
< 意識調査実施、集計 >

基本方針
目標設定

投資・財政計画
<収支計画更新・算定>

収支・料金シミュ
レーション

算定フォーマット提案

料金適正化検討

委

委

委

委

事業施策 水道事業経営ビジョン(経営戦略)改定業務委託事業 新規

46907
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【記号凡例】

箇所図記号

基幹

重要

老朽

他事

老朽管更新事業

基幹水道施設整備事業

他事業等関連事業

重要管路耐震化事業

【DB事業】重要

近江八幡市上水道重要管路更新事業

（その１）

債務負担（～R9.9）

【委託】

古川橋推進工事詳細設計業務委託

老朽

【工事】

北之庄町大杉町配水管更新工事

老朽

【委託】基幹

沖島浄水場等施設更新にかかる

基本調査検討業務委託

【工事】

円山路線3消火栓増設工事

他事

【工事】

大中町舗装本復旧工事

（1工区）

老朽

【委託】老朽

若葉町上田町配水管更新

詳細設計業務委託

【委託】基幹

円山配水池耐震改修施工調査

検討業務委託

【工事】重要

長福寺送水管舗装本復旧工事

（1工区）

【委託】

詳細設計業務委託

老朽

牧町琵琶湖岸配水管更新

【工事】老朽

江頭町舗装本復旧工事

（その1）

【工事】 （R6～　繰越）基幹

長福寺配水池1号地改修工事

【工事】

若葉町舗装本復旧工事

（2工区）

老朽

【委託】

西庄黒橋配水管更新

詳細設計業務委託

老朽

【委託】重要

円山配水池送配水管詳細設計

業務委託

【工事】老朽

音羽町配水管更新工事

【工事】老朽

大中町配水管更新工事

（2工区）

【工事】老朽

駅前区画整理区域配水管更新工事

（1工区）

令和７年度 上水道工事予定箇所

【工事】重要

長福寺送水管布設替え工事

（2工区）

資料３
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92.30

すが、⑤料金回収率と⑥給水原価については、費用
の抑制に努め、類似団体平均より効率良く給水でき
ています。その結果、現状では、①経常収支比率、

⑤料金回収率ともに100％以上を維持しています。
しかし、今後は施設の耐震化や老朽化した施設の更
新をしていく必要があるため、数値の悪化が懸念さ
れます。
②累積欠損金はありません。
③流動比率は、流動資産が流動負債を上回ってお

り、類似団体平均以上の水準であり、健全な状況と
なっています。
④企業債残高対給水収益比率は、施設の耐震化事

業に伴う借入により増加しました。現状では類似団
体を下回っていますが、今後は施設の耐震化や老朽
化した施設の更新にあたって、企業債を活用するた
め、企業債残高は増加していく見込みです。
⑦施設利用率について、類似団体平均を上回って

おり、良好な状況となっています。
⑧有収率は、漏水原因となっていた鉛管や石綿管

の更新を早期に進めてきたことにより、類似団体平
均を上回っており、配水が給水収益に繋がっている
健全な状況となっています。

2. 老朽化の状況について

①資産の老朽化の状況を示す有形固定資産減価償
却率は、近年増加傾向にあり、類似団体平均と同程
度となっています。
②管路経年化率は、昭和50年に始まった第３次拡

張工事において敷設した管路が法定耐用年数(40年)
を順次迎えたことで、近年増加傾向にあり、類似団
体平均をやや上回っています。
③管路更新率は、重要管路の耐震化や老朽管の更

新を進めており、類似団体平均を上回っています。
今後もアセットマネジメントに基づき更新していき
ます。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

全体総括

　本市の水道事業においては、有収率も高く収益が
安定的に確保され、現在のところ健全な経営状況で
す。しかし、人口減少や節水機器の普及・節水意識
の向上や生活形態の変化に伴う収益の減少や、昭和
40年～50年代の拡張工事で大量に布設した老朽管の
更新及び重要管路や配水池等の施設の耐震化を計画
的に進めて行く必要があり、今後は経営の厳しさが
増すことが予測されます。
　今後の厳しい経営状況に対しては、アセットマネ
ジメントにて管路等の耐震化・更新計画とそれを可
能にする財政計画等に基づき、着実に実行していく
ことで、持続可能な健全経営を目指します。

883.79 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 71.87 99.75 3,047 81,574

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

81,875 177.45 461.40 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
滋賀県　近江八幡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.73 0.12 0.01 1.02 0.78

平均値 0.63 0.60 0.56 0.60 0.53

106.50

107.00

107.50

108.00

108.50

109.00

109.50

110.00

110.50

111.00

111.50

112.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 109.77 110.11 110.60 110.22 108.40

平均値 111.17 110.91 111.49 109.09 109.05

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

53.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 48.04 48.16 49.13 50.08 51.18

平均値 48.55 49.20 50.01 50.99 51.79

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 17.57 19.45 23.67 24.25 24.77

平均値 17.11 18.33 20.27 21.69 23.19

①経常収支比率(％)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.78 0.92 0.87 0.93 1.02

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 570.03 555.09 435.49 418.67 540.18

平均値 360.86 350.79 354.57 357.74 344.88

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 265.78 272.22 268.29 277.34 278.18

平均値 309.28 322.92 303.46 307.28 304.02

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 105.89 106.22 106.65 106.21 104.02

平均値 103.32 100.85 103.79 98.30 98.89

145.00

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 157.01 155.69 155.04 156.39 160.23

平均値 168.56 167.10 167.86 173.68 174.52

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

66.00

68.00

70.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 65.20 65.30 69.15 68.97 69.10

平均値 59.51 59.91 59.40 59.24 58.77

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

92.00

93.00

94.00

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 93.02 91.92 92.89 92.80 91.07

平均値 87.08 87.26 87.57 87.26 86.95

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.24】 【1.50】 【243.36】 【265.93】

【89.42】【59.81】【177.56】【97.82】

【52.02】 【25.37】 【0.62】

①経常収支比率は、類似団体平均を下回っていま
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計画年度 ２０１９(令和元）年度〜２０２８（令和１０）年度

目標（観点） 項目 具体的な取組 内容 評価 中間年（2023）までの状況 対応等
水質検査 臨時水質検査協定の締結、検査体制の整備 △ 必要に応じ検査依頼 協定締結不要、取組内容見直し

連絡体制の確立 毎年度、早期に情報連絡網の作成 〇 毎年度実施

危機管理訓練の実施 滋賀県企業庁や周辺事業体との共同事故時対応訓練（危機管理訓
練）の共同開催 △ 県協会主催の訓練へ参加により実施 取組内容見直し

注入ポンプの更新 牧浄水場の活性炭注入ポンプの機器更新 〇 随時更新

情報発信 水質変化時の情報発信マニュアルの作成 △ 必要に応じて情報を発信。マニュアルは未整備 基準等含め検討

残留塩素対策 残留塩素対策の実施 塩素注入率の低減検討 〇 末端給水を確認するが、塩素注入率の低減の余地なし

各浄水場の高度処理検討 牧浄水場及び岩倉浄水場への膜ろ過又は紫外線照射方法について、
有効性と妥当性の検討 〇 特別な高度処理はしないと判断

（対費用効果）

日常監視の実施 水安全計画及び水質検査計画の策定と見直し 〇 水安全計画は2021年度改定、
水質検査計画(毎年度、法に基づく検査実施)

管内環境の改善 市内での計画的洗管の実施 〇 実施中

計画の策定 危機管理マニュアルの見直し
上下水道ＢＣＰ計画の策定 △ 施設関連策定済

一部作業中
見直し、策定に向けて早期取り組み対応

円山配水池の更新整備 円山配水池の整備計画の策定 〇 2021年度着手、2027年度完了予定

牧浄水場の活用 牧浄水場の活用最適化計画の策定 ー 検討済（現状維持）
策定不要（必要なし）
牧浄水場の配水区域拡大等、活用方法の検討を継続

沖島水道施設の整備 沖島水道施設の整備方針案の策定 〇 2025年度基本計画の策定を予定

計装機器の更新 計装機器の更新基準の設定と更新 △ 基準の設定の検討 台帳システム化に合わせて検討

ダウンサイジング 円山・⻑福寺送水管のダウンサイジング計画の検討 〇 更新時の実施設計においてダウンサイジング ⻑福寺：実施済、円山：今後検討

施設の統廃合 南部水源地の廃止
岩倉浄水場・牧浄水場の活用方法の検討 △ 南部水源地廃止予定（2027年度）

岩倉浄水場・牧浄水場は検討済（現状維持）
岩倉浄水場、牧浄水場の配水区域拡大等、活用方法の検
討を継続

重要管路の耐震化 重要管路１６路線４４㎞の耐震化（５０％） 〇 2021年度着手、2045年度100％完了予定

牧浄水場の耐震化 牧浄水場の導水管・接合井の接続箇所の耐震化 △ 導水管:耐震化済 接合井については見直し検討

送水管の耐震化 円山・⻑福寺送水管の耐震化 〇 ⻑福寺送水管：2022年度着手、2033年度には完了予定

一般管路の耐震化 ＶＰ管の更新計画策定 △ 漏水頻度の高い老朽管の更新を優先 老朽管の更新と共に整備

整備計画の策定 第２期 管路整備計画の策定 △ 重要管路のみ整備計画あり 重要管路の更新を優先

コスト削減 業務ロスの点検
監査資料などの公表 〇 システム更新時の経費削減、決算資料等の公表

組織・業務の見直し 業務改善計画、業務内容の見直し
組織体制のスリム化・充実化 △ 毎年度、組織編成、体制の見直し実施 業務改善、体制等について見直し・継続検討

人材育成・技術継承の取り組み 人材育成（職員研修・ＯＪＴの実施）
業務管理（複数チェック、組織全体での共通認識） △ 協会、関連事業体等実施の研修への参加、

現場作業での技術継承
事業所独自研修、組織全体共通認識等の対応検討

施設の見直し 施設管理計画の策定 ー 市庁舎整備と併せて南別館の整備・活用について検討済南
別館を本庁に移管

南別館を本庁(管財契約課)へ移管のため管理計画策定は
不要

広域化の検討 広域連携協議 〇 県主導のもと調整会議を実施

⺠間活⼒導入の検討 ⺠間活⼒導入の拡大 〇 委託業務にて導入

新たな官⺠連携の研究 新たな⺠間連携の研究・拡大 〇 ＤＢ方式の導入

支出の平準化 経営指標の公開 〇 毎年度公表

滋賀県企業庁との受水費協議 受水費の協定水量・基本料金・使用料金の見直し協議 〇 中部広域用水、湖南水道用水の各協議会にて協議

資産活用 資産活用計画の検討・協議 △ 遊休資産売却についての検討・協議実施
一部売却済

継続検討・協議

水道料金の改定
料金制度・料金体系の見直し
適切な水道料金の改定検討 △ 収支見通しの作成、料金適正化、改定時期(料金体系見直

し含む)の検討
継続検討

積極的な情報発信、情報開示 積極的な情報発信
情報開示・共有化の充実

〇 時季に応じたお知らせ、定期的な啓発等の充実

情報提供 ソーシャルネットワークサービスなどの活用の検討、導入 △  HP、タウンメールの活用実施 SNS活用、拡大等継続検討

②施設・管路の強化

施設の計画的更新

ダウンサイジングや統廃合の
検討

管路の計画的更新

③健全な経営の強化

業務の効率性・信頼性の改善

⻑期的な収支バランスの維持

情報の開示・共有の推進

近江八幡市 水道経営ビジョン ２０１９  （中間評価）

①水源・水質の強化

水源・水質の監視

安全性への対策

資料５


